
第３回中国石刻合同研究会 

[共催］ 

中国中世研究者フォーラム 

漢魏石刻の会 中国石刻文物研究会 

明治大学東アジア石刻文物研究所 

三菱財団人文科学研究助成 

日本学術振興会科学研究費（基盤研究Ｂ） 

日時：2010 年 7 月２４日（土）                参加費無料 

会場：明治大学アカデミーコモン 地階 博物館教室      

（駿河台キャンパス、JR お茶の水駅徒歩 3分・地下鉄神保町駅徒歩５分） 

 

10：20  開会挨拶  氣賀澤 保規（明治大学）   総合司会：江川 式部（明治大学） 

10：30～11：15  石野 智大（明治大学）  

西安碑林博物館蔵「荔非明達等四面造像題名」考 

 

11：15～12：00  石見 清裕（早稲田大学） 

ソグド人墓誌と北朝末期の華北 
 

12：00～13：00 昼食・休憩 

 

13：00～13：45  徳泉 さち（早稲田大学） 

石碑の装飾意匠の変遷 ―穿に注目して― 

 

13：45～14：30  宮崎 洋一（広島文教女子大学） 

顔真卿撰書「八関斎会報徳記」について―伝世石刻の変化と享受の一例― 

 

14：30～15：15  兼平 充明（青山学院大学） 

近年の五胡―北魏初期の墓誌史料に関する研究動向― 

 

15：15～15：30 午後の休憩  

 

15：30～16：15  中村 圭爾（相愛大学） 

買地券と墓誌の間 

 

16：15～17：00 記念講演 沈 慶昊（高麗大学教授・明治大学客員教授） 

高麗朝鮮の墓碑と墓誌―その文体の歴史的な特徴― 

 

17：00～17：30 氣賀澤 保規(明治大学) 

新発見石刻「円仁法王寺舎利蔵誌」の紹介とその意義 

 

17：30～18：00  総合討論・質疑応答 コメント:高橋継男(東洋大学)  

18:00～     懇親会（明治大学・リバティタワー17階・師弟食堂） 

会費：有職者 3000 円、学生・院生 1500 円 

他に新獲石刻資料（拓本・図書、実物墓誌）の展示・紹介をいたします。 

[連絡先] 

明治大学東アジア石刻文物研究所 

101-8301 千代田区神田駿河台 1－1 

Ｅmail： ishiken@kisc.meiji.ac.jp 

Phone：03－3296－4491 

mailto:ishiken@kisc.meiji.ac.jp

